
　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
一
日
に
航

空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
司

令
を
拝
命
し
ま
し
た
淺
沼

で
す
。
当
隊
は
、
海
上
自

衛
隊
の
航
空
機
関
連
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
改
善

や
維
持
管
理
、教
育
訓
練
、

ま
た
そ
の
た
め
に
必
要
な

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
部
隊
で
す
。
ご

承
知
の
よ
う
に
人
工
知
能
や
無
人
化
な
ど
の
技
術
は
日

進
月
歩
で
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
技
術

動
向
を
常
に
注
視
し
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
現
場
の
部

隊
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
国
の
防
衛
や
国
際
貢
献
に
従
事
で
き
る
こ
と
に

限
り
な
い
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、

私
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
の
も
、
常
日
頃
か
ら

自
衛
隊
を
支
援
し
て
下
さ
る
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
康
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会

の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
八
月
五
日
付

で
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司

令
を
拝
命
し
、
長
崎
県
大

村
市
に
所
在
し
ま
す
第

二
十
二
航
空
隊
か
ら
着
任

し
ま
し
た
西
尾
一
佐
で
す
。

　

厚
木
航
空
基
地
で
の
勤
務
は
こ
れ
ま
で
に
三
度
あ
り

ま
す
が
、
硫
黄
島
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
島
の

生
活
や
勤
務
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
こ
硫
黄
島
は
、
厚
木
基
地
か
ら
約
一
、二
五
〇
ｋ

ｍ
南
の
位
置
に
あ
る
火
山
列
島
の
中
の
一
つ
の
島
で
あ

り
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
航
空
運
用
の
重
要
拠
点
で
あ

る
と
と
も
に
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
激
戦
地
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
硫
黄
島
で
飛
行
場
の
維

持
管
理
及
び
米
軍
機
を
含
む
外
来
機
の
支
援
を
主
任
務

と
し
つ
つ
、
他
機
関
の
実
施
す
る
慰
霊
行
事
等
の
支
援

に
日
々
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
隊
が
こ
の
よ
う
な
任
務
に
専
念
で
き
ま
す
の
も
、

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の
皆
様
を
始
め
、
厚
木
基
地
所

在
地
域
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
の

今
後
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
致

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

国
際
観
艦
式

　

第
三
航
空
隊
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
～

十
一
月
二
十
三
日
の
間
、
千
葉
真
一 

二
等
海
佐
を
派

遣
航
空
部
隊
指
揮
官
と
す
る
四
十
六
名
の
編
成
に
よ

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
軍
主
催
国
際
観
艦
式
及
び

同
多
国
間
共
同
訓
練
に
参
加
し
た
。

　

本
派
遣
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
、
第
三
航
空
隊
に

Ｐ

－

１
が
配
備
さ
れ
て
以
降
初
め
て
の
海
外
訓
練
か
つ

南
半
球
で
は
初
と
な
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン（
共
同
訓
練
）

で
あ
っ
た
。

　

国
際
観
艦
式
は
、
今
年
七
十
五
周
年
を
迎
え
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
軍
の
設
立
を
祝
い
、ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
計
七
か
国
の
艦
艇
や

航
空
機
が
観
閲
航
行
（
飛
行
）
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
あ
い
に
く
当
日
の
悪
天
候
の
た
め
、
観
閲
飛
行
は

取
り
止
め
と
な
っ
た
。

　

共
同
訓
練
に
お
い
て
は
、
他
国
参
加
艦
艇
及
び
航
空

機
と
と
も
に
円
滑
に
戦
術
を
遂
行
し
、
戦
術
技
量
の
向

上
並
び
に
参
加
国
と
の
相
互
理
解
及
び
信
頼
関
係
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

派
遣
期
間
中
（
十
三
日
深
夜
〇
時
頃
）、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
南
島
に
お
い
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
八
と
い

う
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
。
幸
い
に
も
拠
点
と
し
た

ウ
ェ
ヌ
ア
パ
イ
基
地
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
震

源
地
付
近
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
政
府
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
速
や
か
に
防
衛
大
臣
か
ら
「
国
際
緊
急
援

助
活
動
の
実
施
に
関
す
る
自
衛
隊
行
動
命
令
」
が
発
令

さ
れ
、
四
日
間
に
渡
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
空
軍
等
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
被
災
地
の
状
況
確
認
等
を
実

施
し
た
。

　

今
回
、
国
際
観
艦
式
及
び
共
同
訓
練
の
み
な
ら
ず
、

国
際
緊
急
援
助
活
動
と
い
う
直
接
的
な
活
動
を
通
じ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
軍
と
の
よ
り
強
固
な
信
頼
関
係
、

友
好
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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海
自
厚
木

は
、
厚
木
航

空
基
地
内
の

隊
員
約
三
十

名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、

今
季
は
練
習

試
合
を
含
め

て
三
十
五
試

合
を
実
施
し

て
き
た
。
ま

た
、
海
自
厚

木
は
綾
瀬
市

野
球
協
会
に

加
入
し
て
お

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
二
〇
一
六

　

第
四
航
空
群
で
は
、

去
る
七
月
二
十
七
日

（
水
）
か
ら
二
十
九

日
（
金
）
の
三
日
間

で
神
奈
川
県
内
外
の

中
高
生
十
七
名
に
対

し
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
二
〇
一
六
（
青
少

年
広
報
）
を
実
施
し

た
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、青
少
年
（
中
学
生
、

高
校
生
）
に
職
場
体
験

や
、
二
泊
三
日
の
生
活

体
験
に
よ
り
、
海
上
自
衛
隊
を
理
解
し
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
、
中
学
生
、
高
校
生
が
夏
休
み
期

間
と
な
る
七
月
下
旬
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
四
回

目
で
あ
っ
た
。

　

本
期
間
の
主
な
実
施
事
項
は
、
航
空
機
（
Ｐ

－

１
）

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
を
は
じ
め
、
隊
員
と
の
懇
談
、

航
空
機
見
学
や
航
空
機
整
備
体
験
を
含
め
た
職
場
見
学

で
あ
っ
た
。

　

開
講
式
で
は
親
元
を
離
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
三
日

間
の
生
活
に
関
し
て
不
安
の
表
情
を
浮
か
べ
る
参
加
者

た
ち
で
あ
っ
た
が
、一
日
目
に
実
施
し
た
Ｐ

－
１
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
に
お
い
て
は
、
厚
木
航
空
基
地
を
離
陸

し
て
、
相
模
湾
や
関
東
上
空
を
飛
行
し
、
厚
木
航
空
基

地
に
着
陸
す
る
と
い
っ
た
Ｐ

－

１
の
模
擬
操
縦
を
参
加

者
全
員
が
体
験
す

る
こ
と
で
、
参
加

者
た
ち
の
表
情
が

緊
張
か
ら
笑
顔
へ

と
変
わ
っ
て
い
っ

た
。

　

ま
た
、
一
日
目

の
夕
刻
に
は
自
衛

官
と
の
懇
談
を
兼

ね
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
行

い
、
参
加
者
と
自

衛
官
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
二
日
目

の
航
空
機
整
備
体
験
で
は
溶
接
の
体
験
や
、
廃
材
を
利

用
し
て
作
っ
た
ア
ル
ミ
板
に
、
参
加
者
が
名
前
な
ど
を

刻
印
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
参
加

記
念
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、「
自
衛
隊
に
つ
い
て
よ

く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。」、

　
「
自
衛
隊
に
興
味
が
で
て
き
た
。」
な
ど
の
感
想
を
残

し
、
第
四
航
空
群
司
令
か
ら
の
終
了
証
を
受
け
た
後
、

一
日
目
と
比
べ
た
く
ま
し
く
な
っ
た
参
加
者
は
、
第
四

航
空
群
の
隊
員
に
見
送
ら
れ
厚
木
航
空
基
地
を
後
に
し

た
。

　

十
月
二
十
六

日
、
第
四
航
空

群
は
こ
の
夏
に

厚
木
航
空
基
地

へ
着
隊
し
た
初

任
海
士
総
員
を

歓
迎
す
る
Ｂ
Ｂ

Ｑ
を
、
基
地
内

の
レ
ン
ジ
ャ
ー

パ
ー
ク
で
開
催

し
た
。

　

本
行
事
は
、

厚
木
航
空
基
地
の
初
任
海
士
集
合
教
育
の
一
環
と
し
て

数
年
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
厚
木
航
空
基
地
上
曹

会
が
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
初
任
海
士
の
他
、
第
四

航
空
群
司
令
を
は
じ
め
、
厚
木
航
空
基
地
に
所
在
す
る

各
隊
の
指
揮
官
及
び
先
任
伍
長
が
参
加
し
交
流
を
深
め

た
。

　

八
月
下
旬
に
着
隊
し
た
初
任
海
士
は
、
着
任
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
部
隊
に
お
い
て
、
隊
内
生
活
、
基
本
的
な
業

務
、
安
全
関
係
や
秘
密
保
全
等
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
各

人
が
こ
れ
か
ら
担
当
す
る
職
種
の
術
科
に
つ
い
て
も
教

育
を
受
け
て
き
た
。
こ
の
日
実
施
し
た
初
任
海
士
集
合

教
育
に
お
い
て
、
当
直
業
務
で
あ
る
国
旗
掲
揚
の
見
学

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
講
習
を
受
け
、
約
二
か
月
間

に
わ
た
る
初
任
海
士
教
育
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終

了
し
た
。

　

夕
刻
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
、
上
曹
会
が
可
愛
い
後
輩
の

た
め
に
率
先
し

て
準
備
を
進
め

て
く
れ
た
。
料

理
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

中
心
に
、
ピ
ザ

や
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
や
飲
み
物
な

ど
、
種
類
も
豊

富
に
用
意
さ
れ

て
い
た
。
会
の

半
ば
に
は
、
上

曹
会
で
準
備
を

し
た
簡
単
な

ゲ
ー
ム
や
自
己
紹
介
な
ど
も
あ
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
に
共
に
学
ん
だ
初
任
海
士
同
期
の

間
で
は
、
初
任
海
士
教
育
期
間
中
の
話
題
や
思
い
出
話

な
ど
で
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
今
回
の
行
事
が
今
後
の

勤
務
に
対
し
て
大
い
に
励
み
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

う
。

　

今
回
の
厚
木
航
空
基
地
に
着
隊
し
た
初
任
海
士
は
、

ま
だ
若
く
経
験
も
無
い
に
等
し
い
。
今
後
の
自
衛
隊
生

活
の
中
に
は
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
挫
け

ず
前
向
き
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
野
球
部

　
　
　
「
海
自
厚
木
」
活
動
状
況

り
、
今
季
の

戦
績
は
七

勝
三
敗
で

あ
り
、
惜
し

く
も
得
失

点
差
に
よ

り
、
綾
瀬
市

Ａ
リ
ー
グ

八
チ
ー
ム

中
二
位
（
過

去
最
高
）
と

な
っ
た
。

　

今
季
は
、

海
自
厚
木
に

と
っ
て
大
き

な
躍
進
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
綾
瀬
市
野
球
協
会
に
推
薦
を
い
た

だ
き
出
場
し
た
、
伊
勢
原
市
主
催
の
道
灌
祭
り
野
球
大

会
で
は
、
伊
勢
原
市
、
座
間
市
、
平
塚
市
、
厚
木
市
、

愛
川
町
及
び
綾
瀬
市
の
計
八
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
競
い
、
見
事
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
国
体
予
選
綾

瀬
市
地
区
で
は
、
野
球
部
創
設
以
来
勝
つ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
綾
瀬
市
役
所
チ
ー
ム
を
破
っ
て
優
勝
し
、

二
〇
一
七
年
三
月
か
ら
行
わ
れ
る
神
奈
川
県
予
選
に
出

場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
季
は
海
自
厚
木
と
し
て
の
活
動
以
外
で
も
部
員
が

活
躍
し
た
。
部
員
二
名
が
Ｓ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｇ

　

Ｌ
ｅ
ａ
ｇ
ｕ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
Ｂ
ａ
ｌ

ｌ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
）日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、

八
月
に
韓
国
で
行
わ
れ
た
国
際
大
会
に
出
場
し
、
見
事

優
勝
を
お
さ
め
た
。

　

一
年
を
振
り
返
り
海
自
厚
木
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
今
期

の
好
調
の
要
因
と
来
期
に
向
け
て
の
抱
負
を
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。「
今
年
は
、監
督
を
中
心
に「
全
員
野
球
」

と
「
勝
つ
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
を
重
点
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
結
果
と
し
て
過
去
十
五
年
間
で
は
最
高
の
成

績
と
な
っ
た
が
、
来
季
に
お
い
て
も
さ
ら
に
上
位
大
会

で
の
勝
利
を
目
標
と
し
、
今
季
以
上
に
気
を
引
き
締
め

て
戦
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
も
海
自
厚
木
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。」

　

こ
れ
か
ら
の
海
自
厚
木
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　

活
動
状
況　

・
Ｈ
Ｐ
：「
海
自
厚
木
野
球
部
」

・
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
：「
海
自
厚
木
野
球
部
」

講習中の初任海士たち

国体予選綾瀬市地区優勝

ＳＷＢＣに参加した奈良場士長（右）今西１士（左）

 

厚
木
航
空
基
地

　
　

初
任
海
士
集
合
教
育
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
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厚
木
上
曹
会
は
、

去
る
七
月
三
十
日
、

三
十
一
日
に
開
催
さ

れ
た
第
四
十
回
神
奈

川
大
和
阿
波
踊
り
及

び
八
月
六
日
、
七
日

に
開
催
さ
れ
た
第

二
十
五
回
東
林
間

サ
マ
ー
わ
ぁ
ニ
バ
ル

に
参
加
し
た
、
厚
木

航
空
基
地
阿
波
踊
り

チ
ー
ム
「
ち
ど
り

連
」
の
支
援
を
実
施

し
た
。

　

祭
り
当
日
は
夕
方
か
ら
夜
と
は
い
え
厳
し
い
暑
さ
の

な
か
、
約
五
時
間
道
路
を
練
り
歩
き
演
舞
す
る
我
が

「
ち
ど
り
連
」。
先
頭
で
踊
る
各
級
指
揮
官
や
、
ハ
ー
ド

な
組
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
男
女
の
踊
り
手
、
迫
力
の

音
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
鳴
り
物
、
そ
れ
ぞ
れ
に
飲
み

物
や
焼
き
お
に
ぎ
り
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
供
給
し
、

最
後
ま
で
演
舞
す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が

我
々
上
曹
会
の
役
割
で
あ
る
。

　

大
歓
声
の
な
か
「
ち
ど
り
連
」
の
演
舞
を
見
て
い
る

と
、
踊
っ
て
は
い
な
い
が
、
後
に
続
い
て
支
援
し
て
い

る
我
々
も
「
ち
ど
り
連
」
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い

る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る

ほ
ど
観
衆
の
声
援
と
拍
手
が
大
き
く
、「
さ
す
が
、
ち

ど
り
連
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
る
よ
。」
な
ど
の
声
を

掛
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

今
回
の
支
援
を
通

じ
、
一
般
の
方
々
か

ら
絶
大
な
人
気
を
誇

る
「
ち
ど
り
連
」
の

広
報
効
果
は
大
き

く
、
厚
木
航
空
基
地

の
み
な
ら
ず
、
海

上
自
衛
隊
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
活
動

で
あ
る
と
再
認
識
し

た
。
こ
の
「
ち
ど
り

連
」
を
支
援
す
る
こ

上
曹
会
活
動
状
況

と
は
、
上
曹
会
に
お
い

て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
と
同
時
に
、
大
和

阿
波
踊
り
及
び
東
林
間

サ
マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル

は
、
地
域
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
も
あ
る
。
そ
の

大
成
功
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
で
き
、
上
曹
会

と
し
て
も
充
実
し
た
活

動
で
あ
っ
た
。

厚
木
マ
ー
カ
ス
活
動
状
況

　

今
期
の
関
東
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
の
結
果

は
、
二
部
十
チ
ー
ム
中

九
位
（
五
勝
十
敗
三
引

分
け
）
で
あ
り
、
来
期

は
神
奈
川
県
リ
ー
グ

（
一
部
）
へ
降
格
す
る
こ

と
が
確
定
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
厚
木
マ
ー

カ
ス
持
前
の
力
強
さ

と
、
チ
ー
ム
の
団
結
力

で
最
後
ま
で
戦
い
抜
き
、
失
点
に
お
い
て
は
リ
ー
グ
内
で

二
番
目
に
少
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
Ｄ
Ｆ
大

山　

徹
が
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
も
含
め

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
来
期
は
神
奈
川
県
リ
ー
グ
（
一

部
）
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
が
、
降
格
し
た
現
状
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
得
点
力
に
磨
き
を
か
け
、
一
年
で
関
東

リ
ー
グ
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
々
の

訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
大
和
市
自
衛
隊
協

力
会
、
湘
南
水
交
会
を
は
じ

め
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
の

期
待
に
少
し
で
も
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
と

も
サ
ッ
カ
ー
教
室
等
を
通
じ
、

地
域
交
流
や
各
地
本
協
力
等

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
と

意
気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

　

厚
木
マ
ー
カ
ス
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
一
同
を
代
表
し
て
、
監
督
で
あ
る
山
崎
三
曹
は
、

「
今
一
度
原
点
に
立
ち
帰
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
、
厚
木
マ
ー
カ
ス
を
応
援
し
て
下
さ
る
多
く
の

方
に
、「
結
果
」
で
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層

精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
厚
木
マ
ー
カ
ス

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
来
期
に
向
け
て
の
思

い
を
熱
く
語
っ
た
。

　

来
期
の
神
奈
川
県
リ
ー
グ
（
一
部
）
で
の
躍
進
と
、
そ

の
先
に
あ
る
関
東
リ
ー
グ
へ
の
復
帰
に
期
待
が
掛
か
る
。

  

八
戸
基
地
研
修
報
告

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
個
人
会
員
　
平
躰 

友
行

　

十
月
七
日
（
金
）

～
八
日
（
土
）
当
協

力
会
大
高
会
長
以
下

十
二
名
の
会
員
は
、

基
地
研
修
と
し
て
青

森
県
八
戸
市
に
あ
り

ま
す
海
上
自
衛
隊
第

二
航
空
群
八
戸
基

地
に
伺
い
ま
し
た
。

久
々
の
快
晴
に
恵
ま

れ
た
天
候
の
元
、
東

京
駅
を
出
発
し
、
こ

れ
ま
た
快
晴
の
八
戸

駅
に
到
着
し
お
出
迎

え
を
頂
い
た
日
本
飛

行
機
様
の
車
で
基
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。基
地
到
着
後
、

小
峰
第
二
航
空
群
司
令
を
表
敬
訪
問
、
引
き
続
き
昼
食

会
に
入
り
、
当
基
地
ご
自
慢
の
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
が
本
当
に
お
い
し
く
、
会
長
が
お
か
わ
り
を
お

願
い
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
イ
カ
の
マ
リ
ネ
も
こ
れ

ま
た
絶
品
で
し
た
。

　

午
後
は
、
伊
藤
主
席
幕
僚
よ
り
、
第
二
航
空
群
の
活

躍
状
況（
警
戒
監
視
、災
害
派
遣
、大
規
模
震
災
対
処（
熊

本
大
地
震
）、
海
外
派
遣
（
海
賊
対
処
行
動
等
）
に
つ

い
て
、
と
て
も
分
か
り
易
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
峯
群
司
令
自
ら
の

体
験
談
を
含
め
た
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
当
基
地
は
昭
和
十
六
年
に
浜
松
か
ら
移
駐

し
た
陸
軍
航
空
部
隊
を
も
っ
て
開
設
さ
れ
、
戦
後
の
米

軍
接
収
を
経
て
昭
和
三
十
二
年
に
返
還
さ
れ
、
海
上
自

衛
隊
航
空
基
地
と

し
て
発
足
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
所
属
は

Ｐ

－

３
Ｃ
で
遠
く

は
西
方
域
ま
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い

常
に
日
本
の
安
全

を
守
っ
て
お
ら
れ

る
と
の
事
で
、
そ

の
お
か
げ
で
我
々

は
安
心
し
て
い
ら

れ
る
の
だ
と
再
認

識
い
た
し
ま
し

た
。

　

説
明
会
の
後
は
、
基
地
内
を
ご
案
内
頂
き
ま
し
た
。

当
基
地
に
は
、
海
上
自
衛
隊
で
全
国
唯
一
の
機
動
施
設

隊
が
あ
り
、
日
本
全
国
の
施
設
修
理
復
旧
を
受
け
も
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
部
隊
の
使
用
し
て
い
る
各

種
重
機
や
機
材
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
型
テ

ン
ト
は
二
重
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
寒
冷
地
域
に
対
す

る
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
三
十
分
で
米
が
八
升

炊
け
る
野
外
移
動
式
炊
飯
器
や
造
水
機
も
拝
見
い
た
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
熊
本
大
地
震
で
大
変
に
役
立
っ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
日
本
飛
行
機
の
川
上
所
長
に
八
戸
基
地

で
実
施
し
て
い
る
Ｐ

－

３
Ｃ
定
期
特
別
修
理
の
整
備
作

業
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
基
地

の
Ｐ

－

３
Ｃ
を

対
象
に
、
主
に

機
体
構
造
の
腐

食
検
査
及
び
修

復
作
業
を
実
施

し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

夜
は
、
第
二

航
空
群
司
令
以

下
各
級
指
揮
官

の
皆
様
及
び
八

戸
地
区
自
衛
隊

協
力
会
の
河
村

副
会
長
以
下
大

勢
の
皆
様
を
交
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自
衛
隊
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
「
お
店
の

外
か
ら
当
協
力
会
会
員
の
お
店
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
当
協
力
会
の
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
ご
賛

同
頂
き
ま
し
た
飲
食
店
等
の
会
員
の

皆
様
の
お
店
入
口
付
近
に
当
協
力
会

の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
協
力
会
の
皆
様
も
是
非
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
協
力
会
の
シ
ー
ル
作
製

新
規
入
会
会
員
の
紹
介

　

十
一
月
二
日

（
水
）
に
厚
木

基
地
内
米
軍
施

設
の
ゴ
ル
フ
場

に
て
当
協
力
会

ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
は
、

十
四
名
の
参
加

で
し
た
。
ラ
ウ

ン
ド
終
了
後
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ナ

イ
ン
テ
ィ
ー
ン
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
豪
華
な

バ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

ゴ 
ル 
フ 
大 

会

サ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
チ

　

九
月
四
日

（
日
）
に
厚
木

基
地
内
米
軍
施

設
の
「
レ
ス
ト

ラ
ン 

ト
リ
ロ

ジ
ー
」
に
て

サ
ン
デ
ー
ブ
ラ

ン
チ
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今

回
は
、
十
六
名

の
参
加
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
シ
ャ

ン
パ
ン
を
片
手

に
堀
内
料
理
長

自
慢
の
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
を

た
っ
ぷ
り
と
い

た
だ
き
ま
し
た
。

え
、
大
変
有
意

義
な
意
見
交
換

を
行
う
と
と
も

に
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、

地
元
ブ
ラ
ン
ド

で
大
変
貴
重
な

脂
が
の
っ
た
銀

鯖
（
八
戸
前
沖

鯖
）
や
イ
カ
、

帆
立
貝
の
他
山

海
の
旬
を
使
っ

た
郷
土
料
理
と

地
酒
を
頂
き
、

一
同
大
感
激
で
し
た
。

　

翌
日
は
昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
雨
。
造
り
酒
屋

（
八
戸
酒
造
様
）
へ
見
学
に
行
く
た
め
に
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
へ
、
こ
こ
は
Ｓｕ
ｉｃａ
，
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
が
使
え
ず
現
金

の
み
で
、
懐
か
し
い
紙
切
符
を
購
入
。
車
両
は
こ
れ
ま

た
昔
懐
か
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
二
両
編
成
で
、
盛
ん
に

懐
か
し
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
酒
蔵
は
漆

塗
り
の
立
派
な
建
物
や
土
蔵
で
中
に
は
蔵
座
敷
。
昔
は

Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
て
宴
会
を
し
た
場
所
と
の
事
。
一
度
こ

の
よ
う
な
立
派
な
座
敷
で
宴
の
一
時
を
過
ご
せ
た
ら
さ

ぞ
素
晴
ら
し
い
事
だ
ろ
う
な
と
つ
い
想
像
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
見
学
の
後
は
、
幾
つ
も
の
特
別
醸
造
酒
に
よ

る
利
き
酒
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
お
酒
も

と
っ
て
も
美
味
し
く
、
利
き
酒
の
つ
も
り
が
、
本
格
的

に
た
っ
ぷ
り
頂
い
て
し
ま
い
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（
苦
笑
）

　

こ
こ
か
ら
再
び
駅
へ
向
か
う
た
め
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ

た
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
見
学
し
た
造
り
酒
屋
さ
ん
の
話
で

盛
り
上
が
っ
て
行
先
を
告
げ
る
の
を
忘
れ
、
ま
た
運
転

手
さ
ん
も
話
に
引
き
込
ま
れ
て
行
き
先
を
聞
か
ず
と
い

う
こ
と
で
車
は
一
時
ど
こ
へ
向
か
う
の
や
ら
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
気
が
付
き
、
慌
て
て
目
的
の
駅

へ
と
進
路
修
正
、と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
地
元
の
市
場
へ
行
き
、
各
自
食
事
や
土
産

の
買
い
物
を
済
ま
せ
新
幹
線
に
乗
車
、
帰
路
へ
と
つ
き

ま
し
た
。
大
変
に
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ

ら
ず
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
小
峰
群
司
令
は
じ
め

関
係
ご
一
同
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

☆（有）山口生花店
　・生花・胡蝶蘭の販売
　・大和市大和南 1－ 3－ 9
　・０４６－２６１－２５２７
　・０４６－２６３－８７８７（ＦＡＸ）
　・隊員及び当会員の方は、購入の際にお申し出ください。
　　特典があります。

☆（株）悠煇ドキわくランド大和駅前店
　・娯楽（パチンコ）
　・大和市中央 2－ 5－ 3
　・０４６－２６５－３７７７
　・旅行や買い物等の際は、当店立体駐車場をご利用くださ

い。（駐車券等無し）
　　※ご利用時間７：００～２４：００

☆ＱＵＥＥＮ（クイーン）
　・クラブ
　・大和市大和東 2－ 2－ 6　長狭ビルＢ１
　・０４６－２６２－４００２
　・隊員及び当会員の方は、入店の際にお申し出ください。

特典があります。　貸し切りも可能です。（２５名まで）

☆New club Roman（ニュー クラブ ロマン）
　・クラブ
　・大和市大中央 2－ 4－ 5　アルカサーノ大和 1F
　・０４６－２６３－３６６３
　・隊員及び当会員の方は、入店の際にお申し出ください。

特典があります。貸し切りも可能です。（４０名まで）

☆大和　笑う焼き鳥屋　ウルル
　・焼き鳥専門店
　・大和市大中央 4－ 3－ 16
　・０４６－２００－９９５８
　・初めての方は、店長までお申し出ください。一品サービ

スします！　貸し切りも可能です。（２２名まで）

☆大和　笑う葡萄酒居酒屋　ウルル
　・ワインバル
　・大和市大中央 4－ 3－ 16
　・０４６－２０６－４６２９
　・初めての方は、店長までお申し出ください。一品サービ

スします！　貸し切りも可能です。（１８名まで）

☆平野マンション管理士・行政書士事務所
　・専門サービス（マンション管理士・行政書士）
　・大和市上草柳 1－ 4－ 21
　・０４６－２６４－９６３１
　・０４６－２８３－０９０９（ＦＡＸ）
　・隊員及び当会員の方は、初回相談無料です。
　　悩み事、心配事等がありましたら、ぜひお気軽にお問い

合わせください。

☆中華料理　正陽楼（ショウヨウロウ）
　・中華料理店
　・大和市大和東 2－ 1－ 1
　・０４６－２６０－７７６８
　・０４６－２６０－７７６８（ＦＡＸ）
　・宴会予約の際にお申し出ください。特典があります。（隊

員会員様限定）　貸し切りも可能です。（３６名まで）

☆大和プレス（株）
　・輸送用機械器具製造業
　・大和市下鶴間 2752
　・０４６－２６１－４６２０
　・０４６－２６１－２６３２（ＦＡＸ）

　・春田　知子さん（相模原市緑区下九沢）
　・松本　　篝さん（横浜市緑区十日市場町）
　・石塚　　恵さん（座間市小松原）
　・村杉あおいさん（大和市中央林間）
　・佐藤　　宏さん（藤沢市湘南台）
　・杉田　真悟さん（大和市深見）
　・土屋　侯保さん（大和市下鶴間）
　・平原紀久枝さん（茅ヶ崎市高田）

☆（株）サガミグリーン
　・造園・観葉植物レンタル
　・綾瀬市大上 9－ 19 － 6
　・０４６７－７９－４１００
　・０４６７－７９－４１１１（ＦＡＸ）
　・隊員及び当会員の方は、購入の際にお申し出ください。

特典があります。

☆掲載をご希望された法人（個人）会員様を掲載させていただいて
います。

☆今回紹介欄に　　が掲載されている法人会員様は、お店等の入口
付近に今回作製致しました当協力会のシールが貼られています。

【法　人】
（順不同）

【個　人】
（順不同）

☆今回紹介欄に　　が掲載されている法人会員様は、お店等の入口
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